

































































Study of a production process and 
materials of lanterns made of paper 
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　In this research we selected festivals which use traditional 
and characteristic festival lanterns in the areas along Japan 
Sea coast from Tohoku to Hokuriku regions, and conducted on-
site surveys of the materials and production processes of the 
festival lanterns through the interviews with those involved in 
the production. The next on-site research report will deal with 
the Tanabata festival in Murakami city, Niigata prefecture.
地域の伝統的な祭りにおける紙と絵具で作られた灯籠の制作・素材に関する造形的研究　その 2　51
多師自身も実際に手を動かし、いままでにない立佞武多を
という想いで制作に臨む。全高 23m、重さ 19 ｔの立佞武





































































顔料を採用しており、粒子の大きさは 0.1 〜 0.5 ミクロン。































平成 28（2016）年に使用した発電機は、一般家庭 10 軒分
に相当する 150 アンペアであった。裸電球を好むが、現在













































































ぶた 1 台あたりに掛かる材料費は 500 万円程で、人件費な
























は多くのねぶたが蛍光灯と電球 600 〜 800 個を併用している































































































































































































































































































































































































































































基当たり 20 〜 30 個を使用している。電球とバッテリーは、
自動車用を使用する。自動車用の電球は、一般品よりも光
度が強いことが利点である。電球の場合、バッテリーの持
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